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定理 1 (等間隔標本点 Lagrange補間の誤差 [1]) 区間 [−1, 1] 上の関数 f(x) に対する n 点 La-

grange補間 fn(x)について，

‖f − fn‖ = max
−1≦x≦1

|f(x)− fn(x)|

とおく．f(z)が複素平面内の閉曲線
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（図 1参照）およびその内部を含む複素領域で正則ならば，

lim
n→∞

‖f − fn‖
1/n ≦ ρ−1

が成り立つ． �

図 1: 複素領域A(ρ)（[1]より引用）．

関数

f(x) =
1

1 + 25x2
(−1 ≦ x ≦ 1 )

は z = ±i/5に極を持ち，それはいかなる ρ ≧ 1に対しても，複素閉曲線A(ρ)内部に含まれる．し

たがって，f(x)は定理 1の条件を満たさない．図 2は関数 f(x)に対し 33点等間隔標本点 Lagrange

補間および Chebyshev補間を行った結果を示す．等間隔標本点 Lagrange補間では Rungeの現象，

すなわち，区間 [−1, 1]端点近傍で激しい振動が起きていることがわかる．
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図 2: 等間隔標本点 Lagrange補間における Rungeの現象．Chebyshev補間．
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